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環 境 配 慮 検 討 書 

 

 

                                                                   

                                                                  令和 ２年 ２月 １８日 

 

 

  三重県環境調整システム推進会議 会長 様 

 

 

                                                                  松阪農林事務所長 

 

 

  三重県環境調整システム推進要綱第４条の規定に基づき提出します。 

 
 

 対 象 事 業 の 名 称 農業競争力強化農地整備事業 農地整備事業 西山地区  

 

 連絡先 

 担当課所名 松阪農林事務所 農村基盤室 農村計画課 

 電話番号 0598-50-0558  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

１ 事業の計画の名称、目的及び内容 
 

 (1)名称 農業競争力強化農地整備事業 農地整備事業 西山地区  

 (2)目的 当地区内の農地及び農業用施設は昭和４０年代に整備されているが、用水路の老朽化が進行

している上、一部の水路が土水路であり、水管理や維持管理に多大な労力を費やしている。

また10a程度の小区画水田が点在しており、大型機械導入の妨げとなっているため、生産効率

が悪い状況である。このため農業用用排水施設（パイプライン化）の整備を行い、区画整理

による大区画化を図ることで生産性の高い優良農地を確保するとともに担い手への農地集積

の加速化を図ることで農業競争力の強化に資することを目的としている。 

 (3)事業主体 三重県 

 (4)計画内容  ①計画地の位置 

 ※位置図を添付する 

 こと 

三重県多気郡多気町西山 地内 

 ②建物・施設等の概 

  要 

 （用途、規模、面積、 

  配置等） 

 ※配置図を添付する 

  こと 

整地工A=4.8ha、用水路L=3.7km 

揚水機場 2基、 

排水路工L=0.3km 

 

◎冷田揚水機場 

用途：農業用用水施設 

規模：φ100×5.5kw×2台 

◎東沖揚水機 

用途：農業用用水施設 

規模：φ125×7.5kw×2台 

 
 ③用水の使用計画 かんがい期間：4月21日～8月21日、123日間 

水源：一級河川佐奈川、宮川用水 

 ④エネルギーの使用 

  計画 

なし 

 ⑤雨水、汚水の排水 

  計画 

 雨水：既存の排水路に流下させる。 

 汚水：汚水の排出は無い。 

 ⑥道路・交通計画 なし 

 ⑦工期 ァ)着工の予定時期 

 
ィ)完工及び供用 

  開始の予定時期 

 ・着工：令和２年 ４月頃予定 

 

 ・完工：令和８年 ３月頃予定 

 ・供用：令和８年 ４月頃予定 

 (5)関連事業計 

 画 

なし 

 (6)その他 なし 

 



 

 

２ 計画地の社会的条件の現況等 
 

 (1)計画地の 

  社会的条件 

  の現況 

① 交通の 

現況 

 

計画地内には農地に隣接している幅3m程度の農道があり、営農に使用
している。 

 

 ②土地利用 

  の現況 

農振区域の農用地で、水田、畑である。 

 ③水域利用 

  の現況 

水域利用は無い。 

 

 ④生活関連 

  施設の現 

  況 

a．学校施設：なし 

b．医療施設：なし 

c．公共施設：なし 

d．文化施設：なし 

 (2)関係法令 

  等による地 

  域の指定・ 

  規制状況 

 ①自然環境 

  保全地域 

  等の指定 

  状況 

 自然環境保全地域（地区）、自然公園地域（区域）、鳥獣保護区の指 

 定状況 
 

a．自然環境保全地域：なし 

b．自然公園区域：なし 

c．鳥獣保護区：なし 

d．鳥獣保護区特別保護区：なし 

 ②土地利用 

  規制の現 

  況 

 都市計画法、農業地域振興法、森林法等の規制状況 
a．都市計画法：なし 

b．農業地域振興法：農業振興地域、農用地区域 

c．森林法：なし 

d．砂防法：なし 

e．地すべり防止法：なし 

f．急傾斜地災害防止法：なし 

g．河川法：規制なし 

h．漁港法：なし 

i．海岸法：なし 

j．文化財保護法：近隣に西山城跡、中垣内遺跡、ミゾコ遺跡 

k．景観法：三重県景観計画区域 

 



 

 

３ 計画地の自然的条件の現況        
 

 (1)地形 

  ・地質 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農業競争力強化農地整備事業 西山地区実施計画書 

 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時     ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 本地域の地形は勾配がほぼなく、一級河川佐奈川両岸に位置する水田であり、

土壌系統は四神田統、中の庄統、中林統である。 

 (2)水象  文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農業競争力強化農地整備事業 西山地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 河川、湖沼 

一級河川佐奈川両岸に位置する水田である。 

② 海域 なし 

 (3)気象・ 

  大気質等 

 調査の方法 気象庁データ（粥見観測所 昭和55年~平成30年） 

 調査結果 気温：かんがい期（4～8月）20.5℃非かんがい期（9～3月）10.3℃ 

年平均14.5℃ 

 降水量：かんがい期（4～8月）1,067.4mm、 

非かんがい期（9～3月）1,000.3mm 年平均2,067.8mm 

 最多風向：西 

 風速：14.6m/s 

 大気質：不明 

 水質：不明 

 騒音：不明 

 振動：不明 

 (4)生態系 

  等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農業競争力強化農地整備事業 西山地区実施計画書 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時   H30.5.22 

H30.7.30、R元.7.15） 

 聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

① 植物 

植生の概要：シロツメクサ、コブナグサ、チガヤ、セリ、ツユクサ、ネザサ、オオジシバリ、ニガナ、スズメノテッポウ、ヒメジョオン、イヌナズナ、ニワゼキシ

ョウ、コセンダングサ、ツチグリ、オランダミミナグサ、スイバ、アレチヌスビトハギ、ヨモギ、ヒナタイノコヅチ、セイタカアワダチソウ、オオバコ、ヤビジラ

ミ、ウシハコベ、スギナ、アキノノゲシ、ドクダミ、ネコハギ、ヤブタビラコ、ナズナ、オオイヌノフグリ、カモジグサ、ミヤコグサ、メキシコヤンネングサ、ア

メリカフクロウ、ハルジオン、ツルマメ、クサヨシ、カニツリソウ、イヌホオヅキ、チドメグサ、マツバウンラン、ミゾシダ、ヨツバムグラ、ノアザミ、タツナミ

ソウ、トウバナ、ムラサキカタバミ、ニラ、ヨメナ、ノゲシ、ホソバギシギシ、ミミナグサ、アレチギシギシ、ニホンタンポポ、ホトケノザ、キランソウ、オッタ

カタバミ、オオタビラコ、ハナイバナ、ヒメコバンソウ、ハハコグサ、カラスノエンドウ、キツネアザミ、ハルタデ、コマツヨイグサ、コギシギシ（VU）、ノ

ビル、ギシギシ、イタドリ、ミゾソバ、エノキ、ヤブガラシ、カラムシ、クワ、ススキ、キヅタ、カナムグラ、ネズミムギ、クズ、ヒルガオ、カキオドシ、コメツ

ブツメクサ、アレチハナガサ、キキョウソウ、ススメノチャヒキ 

貴重な植物個体：コギシギシ 

貴重な植物群落：なし 

② 動物  動物相の概要：ドジョウ、ホトケドジョウ、モンシロチョウ、モンキチョウ、ベニシジミ、ヤマトシジミ、

キタテハ（チョウ目）、ホソミオツネントンボ、シオヤトンボ、シオカラトンボ、ハラビロトンボ、クロス

ジギンヤンマ（トンボ目）、ナミガタチビタマムシ、コガムシ、ゲンゴロウ類、ヒメアメンボ（カメムシ目）、

クロヤマアリ（ハチ目）、ヌマエビ類、アメリカザリガニ、タニシ類、シジミ類、カワニナ、ヌマガエル、

トノサマガエル、ニホンアマガエル、ニホンイシガメ、ニホンスッポン 

 貴重な動物：ホトケドジョウ、ドジョウ、トノサマガエル、ニホンイシガメ、ニホンスッポン 



 

 

  

 (5)自然景 

  観・文化 

  財等 

 文献調査  文献名 多気町田園環境整備マスタープラン 

農業競争力強化農地整備事業 西山地区実施計画書 

 

 現地調査の有無  有 ・ 無 （実施日時       ）  聴取調査の有無  有 ・ 無 

 調査結果等 

   ①自然景観 

 

 自然景観の概要： 

農地や農業用施設等について適切な維持管理により周辺の里山景観

との調和を図り、良好な農村景観等の保全を行っている。 

 

 

 貴重な自然景観：特になし 

  ②文化財、史 

   跡、名勝等 

 史跡・名勝・天然記念物：なし 

 

 

 

 埋蔵文化財包蔵地：近隣に西山城跡、中垣内遺跡、ミゾコ遺跡 

   ③野外ﾚｸﾘｴｰｼ 

   ｮﾝ 他 

なし 

 (8)その他、 

  自然災害 

  等 

 

 



 

 

４ 事業計画の検討内容（複数案比較が実施できない場合） 
 

 複数案比較が 
 実施できない理由 

本事業は担い手への集積・集約化を加速化し豊かで競争力ある農業の実現に資する
事業であり、事業実施要綱要領上の制約があるため比較検討は行っていない。 

 

 
 ※環境配慮事項ごとに、環境配慮度を◎○－で記入し、その配慮の内容及び配慮度の評価の理由を記入すること。 
 

  環境配慮技術指針の配慮目標 
  ①循環を基調とした持続的発展が可能な社会の構築 
  ②人と自然が共にある環境の保全 

③ やすらぎとうるおいのある快適な環境の創造 

   環境配慮度 
   ◎：十分配慮している。 
  ○：配慮している。 
  －：特に配慮する必要がない。 

 

 
 

 技術指針に基づ 
 く環境配慮事項 

 環  境 
 配慮度 

      環 境 配 慮 の 内 容 
     (－の場合は、無記入でも可） 

     配慮度の評価の理由 は、 

 ①-1 
 地球温暖化防止 

○ 事業実施前後で温暖化への影響に変化は
ない。なお、工事に際しては排出ガス対
策型建設機械を使用する。 

排出ガス対策 

 ①-2 
 廃棄物対策 

○ 事業実施前後で廃棄物の排出量に影響は
ない。なお、工事による発生材は三重県
建設副産物処理基準に基づき適切に処分
する。 

リサイクル対策 

 ①-3 
 生活環境の保全 

○ 事業実施前後で生活環境への影響はな
い。なお、工事に際しては低騒音低振動
型建設機械の使用に努める。 

周辺環境 

 ①-4 
 その他重点事項 

－   

 ②-1 
 野生生物等の生 
 育空間の確保 

○ 生物調査の結果、ホトケドジョウ（県絶
滅危惧Ⅱ類）コギシギシ（国絶滅危惧Ⅱ
類）が確認されたことに対して有識者と
意見交換会を行ったが、現状改変を最小
に留めるようにとの意見であった。 

現状改変の最小化及び 

確認された水路周辺での仮設工
及びストックヤードの位置に配
慮する。 

 ②-2 
 希少な野生生物 
 の保護 

〇 水路の改変区域を最小限にするよう計画し、生息環境
の保全を図る。確認された希少生物についは、農地に
生育するため、遠隔地への移植は不要と有識者より返
答があった。コギシギシ及びカメ類については、施行
箇所に育成が確認された場合は施工範囲外に移植を
行う。 

現状改変の最小化 

施工範囲外への移植（コギシギ
シ、ニホンイシガメ、二ホンス
ッポン） 

 ②-3 
 地形、地質等の 
 改変の抑止 

○ １筆あたりの農地区画は拡大されるが、
畦畔除去であるため改変による影響は最
小となる。 

地形改変の最小化 

 

 ②-4 
 その他重点事項 

－   

 ③-1 
 緑化、周辺景観 
 との調和 

○ 事業実施前後も農地として利用されるた
め、周辺環境と調和した農村風景が維持
される。 

農業農村空間の維持 

 ③-2 
 親水等、ふれあ 
 い空間づくり 

○ 事業により耕作放棄が防止されることか
ら、農村環境が維持される。 

農村環境の維持 

 ③-3 
 その他重点事項 

－   

 ④上記以外の 
  特記事項 

－   

 
５ 事業計画案の環境配慮に係る評価 
 

 従来の事業等と比較 
 して優れている点 

本事業が実施されることにより用水の安定供給が図られ、作物生産性、維持管
理の軽減及び農業活動の維持が図られることから農業農村景観、環境の保全の
効果が発揮される。 

 

 今後の課題  

 会議での調整を要す 
 る事柄 

 



 

 

 


